
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        川  越   

 

◇農業委員会委員の募集について……２   ◇担当する区域と定数…………………３ 

◇農家状況調査について………………４   ◇農業者年金について…………………４ 

・農業委員会は市に設置された行政委員会（※１）です。 

・農業委員と農地利用最適化推進委員は非常勤特別職の地方公務員です。 

・農地等の利用の最適化の推進（※２）のため、農地パトロール等を行っています。 

・農業委員は毎月、総会に出席して農地の貸借や転用等の許認可業務を行います。 

主な内容 

農業委員と農地利用最適化推進委員を募集します。 

※１ 行政委員会とは、調整の中立的な運営を確保するため、長から独立した地位・権限を有する合議制の機関です。 

※２ 農地等の利用の最適化の推進とは、①担い手への農地利用の集積・集約化、②遊休農地の発生防止・解消、③新規

参入の促進による農地等の利用の効率化及び高度化の促進を行うことをいいます。 

出典：農林⽔産省ウェブサイト(農業委員会の概要 p.3) (https://www.maff.go.jp/j/keiei/koukai/attach/pdf/iinkai-21.pdf) 



 

 

 

 

令和９年２月７日をもって、川越市農業委員会の農業委員及び農地利用最適化推進委員

が任期満了となるため、次期の候補者を以下のとおり募集します。 

【募集期間】令和８年９月１日（火）～令和８年９月３０日（水）※当日消印有効 

【募集方法】農業者、農業関係団体等からの推薦又は本人による応募 

※ 所定の様式に必要事項を記入の上、各窓口へ提出してください。 

※ 応募手続の詳細については、９月１日から川越市総務部人事課・農業委員会事務局で配布

する募集要項を御覧ください。また、届出書等は川越市ホームページからもダウンロード

できます。 

 
 農業委員 農地利用最適化推進委員 

募集人数 ２人（選考） 
１６人（選考） 

（各区域の定数は次ページを御覧ください） 

任 期 
３年 

（令和９年２月８日から令和１２年２月７日まで）  

農業委員会が委嘱した日から 

令和１２年２月７日まで 

身 分 川越市の非常勤特別職の職員 

報 酬 月額４２，８００円 

職務内容 

次の事項について、審議・決定、現場

活動等を実施。 

⑴ 農地の権利移動・転用の許可等に

関する事項 

⑵ 農地等の利用の最適化の推進（担

い手への農地の集積・集約化、遊休

農地の発生防止・解消、農業への新

規参入の促進）に関する事項 等 

担当する区域における次の事項につい

て、意見を述べたり、現場活動等を実施。 

⑴ 農地の権利移動・転用の許可等に

関する事項 

⑵ 農地等の利用の最適化の推進（担

い手への農地の集積・集約化、遊休

農地の発生防止・解消、農業への新

規参入の促進）に関する事項 等 

推薦を受ける者 

及び 

応募する者の資格 

農業に関する識見を有し、上記の職務を

適切に行うことができる方 

農地等の利用の最適化の推進に熱意と

識見を有する方 

次のいずれかに該当する場合は、農業委員及び農地利用最適化推進委員になる

ことができません。 

⑴ 破産手続開始の決定を受けて復権を得ない者 

⑵ 拘禁刑以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受ける

ことがなくなるまでの者 

問 合 せ 

窓 口 

総務部 人事課 人事担当 

２２４－５５４７（直通） 

農業委員会事務局 管理担当 

２２４－６１３４（直通） 

２ 

農業委員会委員及び農地利用最適化推進委員の 
候補者の募集について 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農地利用最適化推進委員が担当する区域と募集人数 

３ 

区域名 区　　　域　　　の　　　詳　　　細
推進委員
の定数

第
１
投
田面沢

上野田町、野田町１丁目、野田町２丁目、今成１丁目、今成２丁目、今成３丁目、今成４
丁目、大字今成、大字小ケ谷、大字小室、大字野田

1人

川 越

旭町１丁目、旭町２丁目、旭町３丁目、新宿町１丁目、新宿町２丁目、新宿町３丁目、新
宿町４丁目、新宿町５丁目、新宿町６丁目、石原町１丁目、石原町２丁目、大手町、御成
町、岸町１丁目、岸町２丁目、岸町３丁目、喜多町、久保町、郭町１丁目、郭町２丁目、
広栄町、小仙波町１丁目、小仙波町２丁目、小仙波町３丁目、小仙波町４丁目、小仙波
町５丁目、幸町、三久保町、三光町、志多町、城下町、新富町１丁目、新富町２丁目、神
明町、末広町１丁目、末広町２丁目、末広町３丁目、菅原町、仙波町１丁目、仙波町２丁
目、仙波町３丁目、仙波町４丁目、田町、月吉町、通町、問屋町、仲町、中原町１丁目、
中原町２丁目、西小仙波町１丁目、西小仙波町２丁目、東田町、氷川町、富士見町、松
江町１丁目、松江町２丁目、南通町、宮下町１丁目、宮下町２丁目、宮元町、元町１丁
目、元町２丁目、連雀町、六軒町１丁目、六軒町２丁目、脇田町、脇田新町、脇田本町、
大字大仙波、大字大仙波新田、大字川越、大字岸、大字小仙波、大字寺井、大字東明
寺、大字松郷、大字脇田

1人

第
２
山 田 大字石田、大字上寺山、大字寺山、大字福田、大字府川、大字山田 1人

第
３
投
芳 野

大字石田本郷、大字伊佐沼、大字鴨田、大字上老袋、大字北田島、大字鹿飼、大字菅
間、大字中老袋、大字谷中、芳野台１丁目、芳野台２丁目、芳野台３丁目

2人

第
４
投
古 谷

大字大中居、大字小中居、大字下老袋、大字高島、大字東本宿、大字古谷上、大字古
谷本郷、大字八ツ島

2人

第
５
投
南古谷

大字今泉、大字牛子、大字萱沼、大字木野目、大字久下戸、大字渋井、大字並木、大
字古市場、大字南田島、並木新町、並木西町、泉町、藤木町

2人

第
６
投
票

高 階
大字扇河岸、大字上新河岸、大字下新河岸、大字砂、大字砂新田、大字寺尾、大字藤
間、稲荷町、熊野町、清水町、砂新田１丁目、砂新田２丁目、砂新田３丁目、砂新田４丁
目、砂新田５丁目、砂新田６丁目、諏訪町、藤原町

1人

第
７
投
票

福 原
むさし野南、大字今福、大字上松原、大字下松原、大字下赤坂、大字砂久保、大字中
福、中福東、中台１丁目、中台２丁目、中台３丁目、中台元町１丁目、中台元町２丁目、
中台南１丁目、中台南２丁目、中台南３丁目

2人

第
８
投
票
区
（
３
）

大 東

むさし野、大字青柳、大字池辺、大字大袋、大字大袋新田、大字大塚新田、大字豊田
本、大字豊田新田、大字藤倉、大字増形、大字南大塚、大字山城、大塚１丁目、大塚２
丁目、寿町１丁目、寿町２丁目、南台１丁目、南台２丁目、南台３丁目、四都野台、日東
町、豊田町１丁目、豊田町２丁目、豊田町３丁目、南大塚１丁目、南大塚２丁目、南大塚
３丁目、南大塚４丁目、南大塚５丁目、南大塚６丁目、大塚新町、かし野台１丁目、かし
野台２丁目、藤倉１丁目、藤倉２丁目、豊田本１丁目、豊田本２丁目、豊田本３丁目、豊
田本４丁目、豊田本５丁目

2人

第
９
投
票
区
（
２
）

霞ケ関

大字安比奈新田、大字笠幡、大字柏原、大字的場、大字太田ケ谷、的場１丁目、的場２
丁目、かわつる三芳野、川鶴１丁目、川鶴２丁目、川鶴３丁目、かすみ野１丁目、かすみ
野２丁目、かすみ野３丁目、霞ケ関北１丁目、霞ケ関北２丁目、霞ケ関北３丁目、霞ケ関
北４丁目、霞ケ関北５丁目、霞ケ関北６丁目、的場新町、的場北１丁目、的場北２丁目、
霞ケ関東１丁目、霞ケ関東２丁目、霞ケ関東３丁目、霞ケ関東４丁目、霞ケ関東５丁目、
伊勢原町１丁目、伊勢原町２丁目、伊勢原町３丁目、伊勢原町４丁目、伊勢原町５丁
目、吉田新町１丁目、吉田新町２丁目、吉田新町３丁目

1人

第
1
0
投

名 細
大字天沼新田、大字上戸、大字鯨井、大字鯨井新田、大字小堤、大字栄、大字下広
谷、大字下小坂、大字竹野、大字富士見、大字平塚、大字平塚新田、大字吉田、大字
上広谷、上戸新町、広谷新町

1人

0



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 農業者年金とは、国民年金に上乗せすることで、将来もらえる年金額を増やすことを目的に作

られた農業者のための公的な年金制度です。 

 国民年金だけでなく、農業者年金にも加入して、老後の生活に備えませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加入をご検討される場合は、農業委員会事務局またはお近くのＪＡ各支店にお気軽にお問い合

わせください。 

 

 

 

  

 

今年も 10ａ（1,000 ㎡）以上の農地を経営している農家の方を対象に、農家状況調査を

実施します。本調査は、農地台帳を更新するために毎年実施するもので、農地台帳登載証明

（農家証明）等各種証明書の発行、農業委員会の業務全般に活用します。 

【調査方法】農業委員会事務局からご自宅に調査票を郵送します。 

【発送時期】９月中旬を予定 

【記入方法】調査票には、前年度にご回答いただいた所有農地の作付状況、農家世帯の構成

員、農業従事日数、農業機械の所有状況等が記載されています。内容をご確認

いただき、同封の記載例を参考にご記入お願いします。 

       (所有者、地番等の農地情報は令和 8年１月１日時点の登記簿情報を基にしています。) 

【提出方法】同封の返信用封筒で、農業委員会事務局に返送してください。 

【お願い】同封の「農地の売却・貸付に関する意向調査」の回答にご協力をお願いします

（回答は地域計画の変更等に利用いたします）。 

 ※地域計画とは…農業者や地域のみなさんの話合いにより策定される地域の将来の農地

利用の姿を明確化した設計図です。 

農家状況調査に御協力をお願いします 

●編集・発行 川越市農業委員会編集委員会    ●〒350-8601 川越市元町 1-3-1 TEL049-224-6134    令和８年９月発行 

農委スポット情報では「農業に関する情報」を募集しています。地域のイベント・取組等

がありましたら、農業委員会事務局まで御連絡ください。 

① 農業者なら広く加入できます。 

② 積立方式・確定拠出型で少子高齢時代に強い制度です。 

③ 保険料は月額２万円（３５歳未満で政策支援加入の対象とならない方は１万円）から 

６万７千円の間で自由に決められます。 

④ 終身年金。８０歳前に亡くなられた場合は死亡一時金があります。 

⑤ 税制面で大きな優遇措置があります。 

⑥ 一定の要件を満たす農業者には保険料の国庫補助（政策支援加入）があります。 

４ 


